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2009年11月29日（日）14:30～
公園通りクラシックス

イラスト、楽譜：中川俊郎



プログラム

・中川俊郎／コラール前奏曲《主の祈り》(2007) ● ▲ ■

・中川俊郎／主の祈り (2007) ▲ ■

・レジス・カンポ／ファンシー（2008/09、改訂初演） ● ▲
 Régis Campo: Fancy

・中川俊郎／ピアノ・ソロ（曲目不明） ▲

・神長貞行／道（2009、委嘱初演） ● ▲ ■
 
　　̶̶ 休憩 ̶̶
 
・中川俊郎／浴室のアルキメデス (2006) ● ▲ ■

・中川俊郎／三寒四温（2009、初演） ● ▲ ■

・ジェルジ・クルターグ／ピリンスキーの詩による3つの歌曲 作品11/a (1975/86) ▲ ■
 György Kurtág: Drei Lieder auf Gedichte von János Pilinszky, Op.11/a

 1. アルコール Alkohol
 2. F.M.ドストエフスキーを記念して In Memoriam F. M. Dosztojevskij
 3. ヘルダーリン Hölderlin

・中川俊郎／ベルジュレット（2004/09、改訂初演） ● ▲ ■
 

演奏：
 曽我部清典（トランペット）●

 中川俊郎（ピアノ）▲

 松平敬（声）■
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曲目解説（抄）
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　 2008年に最初のバージョンが曽我部清典のヨーロッパソロリサイタルツアーのために作曲された。その
後、何の連絡も無かったが、2009年春に、大幅に改訂したと連絡があり、本日は改訂版の初演になる。
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　次の「老子」の第一章をテクスト＆システムとしています。 
[原文] 
道可道　非常道　名可名非常名、無名　天地之始　有名　万物之母　故常無欲　以観其妙　常有欲　以観其
徼　此両者　同出而異名　同謂之玄　玄之又玄　衆妙之門 

[邦訳] 
　 「道」が語りうるものであれば、それは不変の「道」ではない。「名」が名づけうるものであれば、それ
は不変の「名」ではない。天と地が出現したのは「無名(名づけえないもの)」からであった。「有名(名づけ
うるもの)」は、(それぞれをそだてる)万物の母に過ぎない。まことに「永久に欲望から解放されているもの
のみが『妙(かくされた本質)』をみることができ、決して欲望から解放されないものは、『徼(その結果)』だ
けしかみることができない」のだ。この二つは同じもの(鋳型)から出てくるが、それにもかかわらず名を異
にする。この同じものを(われわれは)「玄」とよぶ。(いやむしろ)「玄」よりもいっそう見えにくいもの(と
いうべきであろう。それは)、あらゆる「妙」が出てくる門である。(出典：小川環樹訳注/中公文庫) 
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　 特に3S(Sensitive,Static,Stoic)を本分に、音･静寂･時間に関わる創作を続けている無名無冠の在野作家で
す。このような私に貴重な機会を与えて下さいました双子座三重奏団の皆様に、深く深く感謝を申し上げま
す。東京音楽大学作曲専攻卒。作曲を湯浅譲二、池辺晋一郎、依田光正の各氏に師事。過去にはEverything 
Is Expressiveの初代メンバー(藤枝守、田中聡、菅谷昌弘ら)として解散まで定期的に新作発表活動を行なっ
てきました。現在は作曲家の梶俊男氏と共にPETETOKを主催しております。日本現代音楽協会会員。 
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　 今回は、私の“双子座”のための作品のオンパレードで、それに新作をひとつ加える形となった（昨年初演
のものは省いた）。この編成の素晴らしいところは、見境のない可能性（笑）を、一見バランスが取りにく
いように見える編成の中に、それ故にこそ、秘めていることである。
　 声のパートは、かすかな呻き声、子音、母音、ことばの断片、意味を持つテキストの間を往来し、日本
語、ラテン語、英語、他にもわずかな言語を扱っている。また、トランペットのパートも、音色の変化等
で、これと並行した役割を担う。この多様性自体が、「世界」や自分を取りまく日常への、讃歌である。

　 二種類の�¬	��w�A�“�­ は、同名のキリスト教で最も重要なテキストを、もとにしている。三人版では、原
文から母音だけを抽出したものの多用、二人版では、表現の<表象>と表現内容との関係性（ギャップ？）
が、特徴とも言えよう。
�¬�K�è�w�ž�ç�©�Ý�Ã�µ�­ … 今回の作品中最も素直なもので、アルキメデスの入浴姿を音詩（トーンポエム）
として描いたもの。しかし、なぜ途中にドイツ語がでてくるのだろうか…？
�¬�~�ä�›�9�­ … 書き下ろし。テキストは「三寒四温」の英訳を、速いスピードで読み始めて最後は大変ゆっ
くりになる、それを永遠にただ繰り返し続けるもの。
�¬�Õ�ç� �́á�è�¿�Ä�­ … この編成での私の代表作と言ってもよい。洗剤の宣伝文句から、喫茶店で耳にした会
話、音楽辞典、事務処理でやりとりした手紙、夢で聞いたことば等あらゆる日本語を用いた。
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Profile
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　 2005年に結成された三重奏団。メンバーは曽我部清典、中川俊郎、松平敬の３人。全員が双子座であり、演奏家と作
曲家、編曲家の二つの顔を持つ。本日は双子座三重奏団名義での5度目のライヴとなる。本三重奏団の主な初演作品：川
島素晴「Das LachenmannⅡ」、山根明季子「Transcend-b」、伊東乾「調教と傷心のアメリカ」、鈴木治行「蛇
行」、中川俊郎「Trumpet Voluntary, Sine Nomine」、松平敬「双子座三重奏曲」、曽我部清典「月の船」など。
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　 6月7日愛媛県生まれ。東京芸術大学音楽学部器楽科卒業。現代音楽のスペシャリストとして内外
の新作の初演に携わる一方、上野の森ブラスのコンサートマスターとして吹奏楽関係のファンも数多
い。ここ数年は、ヨーロッパ主要都市でソロリサイタルを開催している。またベルギー在住のピアニ
ストとギタリストとで「The Mercury Project」を結成、海外公演を視野に入れての活動を開始し
た。CD「今日までそして明日から」「透明な孤独」「トキノコダマ」「トキノコダマ２」をリリー
ス。幅広い音楽性と鋭い分析力、安定した技巧でわが国のトップに位置するトランペット奏者であ
る。日本トランペット協会常任理事。洗足学園音楽大学講師。上野の森ブラス・コンテンポラリー
α・東京現代アンサンブルCOmeT・Brass Extreme Tokyoメンバー。
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’��	]�à （ピアノ・作曲） Toshio Nakagawa

　 6月4日東京生まれ。桐朋学園大学音楽学部作曲科卒業。作曲を三善晃、ピアノを故・末光勝世、
故・森安耀子各氏に師事。70歳になるジョン・ケージを迎えて行なわれた「MUSIC　TODAY　 '82
（武満徹企画構成）」の一環として開催された10周年記念国際作曲コンクールで、自作自演で第1
位。ジョン・ケージにも高く評価される。88年村松賞、およびグループ「アール・レスピラン」の
一員として中島健蔵音楽賞を受賞（現在は同グループを脱会）。現在、日本現代音楽協会理事、日
本作曲家協議会理事。作曲家団体深新會会員。CM音楽の分野でも受賞多数。1999年から2001年ま
で神奈川県立音楽堂のレジデント・アーティストグループ“トリオ・デュ・モンド”を、ヴァイオリ
ン、箏、ピアノ（チェンバロ兼）という異例の編成で結成し、話題となる。今までの他のコラボレー

ションの相手には、コントラバス奏者・池松宏、邦楽囃子笛方の福原徹、ダンスカンパニー「パパ・タラフマラ」の演
出家小池博史（この時は、音楽を担当しながら、舞台上で女装して、トイピアノを弾いた！）、映画「千と千尋の神隠
し」の主題歌で知られる作曲家・歌手の木村弓などの各氏がいる。東芝EMIから烏龍茶のCMばかり集めた“chai”、ピア
ノソロアルバムを兼ねた作品集“Cocoloni　 utao”、クラシックの名曲の中国楽器によるカバーアルバム“Chai　
Classic”をリリース。

	¦��  �� （バリトン） Takashi Matsudaira

　 5月31日愛媛県生まれ。東京芸術大学卒業、同大学院修了。2000年よりほぼ毎年ドイツのキュル
テンで開催されたシュトックハウゼン講習会へ参加、シュトックハウゼン作品の作曲技法や正統的
な演奏法について学ぶ。同講習会に於けるコンサートにも３度出演し、2007年「シュピラール」
の演奏に対してシュトックハウゼン賞を獲得する。これまで湯浅譲二、クセナキスなど全曲前衛作
品ばかりによるリサイタル、全曲シェーンベルク作品によるコンサートなどを開催、「音楽の友」
誌上などで高い評価を得る。2009年にはシュトックハウゼンの大作「私は空を散歩する」を日本
初演。声楽家としての活動に加え、作曲、編曲、合唱指揮、「レコード芸術」誌への執筆なども行
う。現在、文教大学、聖徳大学講師、日本声楽アカデミー会員。来年２月には、初めてのソロCD

《MONO=POLI》を発売予定。13～21世紀の声楽アンサンブル作品を収めたこのアルバムのソプラノからバスまでの全
声部（最大16声）は、多重録音によって一人の声のみで演奏されている。
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